


































































































































































































































































































































































































































感想を表明する . rこの幽. ~ 、い曲ですねJ
t 





































































































































































































⑤どうしよう、沈黙しちゃう。 ③ rAさん、初めまして。J④ f・H ・H ・.J これからうまく関わってい
挨拶をしてもうつむいた けるか不安。
まま反応はない。 ⑧離れられちゃうなんて、シ ⑥Aさんと閉じように墜にもた






なく務ち着かない機子。 沈黙になってもいし、から A し掛けない。たまにAさんが
3分おきぐらいにトイレ さんに安心感を持ってもら 興味を持てそうな話題をして
に行く。私が話し掛けこ えるよう、 Aさんのベース みる。
とに対しては、ほとんど にあわせて接していこう。
反応がない。 何もしないで沈黙が続くの
⑬そわそわする感じは少な は何か落ち着かないな。⑭少しは私に対して安心感を ⑫沈黙が続きながらも Aさんの lくなったu トイレにいく 持ってもらえたのかな。 そばに座り、 Aさんのベース間隔も少しずつ長くなっ あせらずに、関わっていこ に合わせ、共に時間を過ごす。
た。会話はない。
フo
11:3 ①険しい表情でうつむいて ②沈黙が続くことも、看護と ③A さんの安全保障感が保て
座り幻聴に耳を傾けてい して意味のあることと考え る距隙を保ちながら、そばに|
る様子。 たら、宅くなくなってきた。 いる時聞を多く持つ。 I
2 これはこれで心地いいο
日 ④「僕らのこと知っていま ⑤Aさんから話し掛けてくれ ⑤「僕らですか。私には聞こえ












L 、ゃなんです。J ⑬妄想のこと以外でAさんか 嫌なんですか。Jら何かいってくれるなんて
はじめて。





































⑮学生がそばにいる聞は妄 ⑮似IJにいて、現実との接触を ⑪できるだけ Aさんが、現実と
恕の訴えがほとんどなく 増やすことで、妄怨に集中 後触できる時間を多く持てる
なった。 Aさんが一人の しないでいられるのかな。 ように、側にいる時間を持つ。
時間が続くと、また看護 会話など普段のかかわりを
婦に妄想を訴えている.， もっと持っていこう。
1116 ②「いいですよ.J ③レクレーション活動にもス ①「今日の喫茶、 一緒につれて
ムーズに参加するようにな いってもらってもいいです
ってきた。 ヵ、。l
4 @喫茶の時間 Aさんを迎え ⑤一緒に行く約束したのに、八 ⑥Aさんを探す。
日 に行くといない。 さん一人で行っちゃったの
目 かな。





















日 ⑤しばらくすると、独語・ @完全にBさん一人の世界に ④ベット上のBさんと回線の高





























目 ④「足にみかんが入って取 ⑥妄想を現実のものとして感 ⑤ベットサイドにかがみ、黙っ







て、 Bさんの妄想の訴え うれしb、。 れたところに腰掛け、できる











⑬ roムロ…Oム口……」 ⑪B さんは、病棟の活動にも ⑫ rBさんの鍾味は何ですか。
独語が続き、返答はないο 参加していないので、現実と ここで何か楽しくできたらい












⑬ fほんと?明日するの ?j ⑮明日貼り絵の用意をしてくる
にこにこしてk喜しそう。 ことを約束する。
12/9 ①床上でうずくまり、独語・ ②妄想、活発だし、精神状態良 ③ rBさん、昨日はなしていた
空笑著明コ「おなかに海老 くなさそう。貼り絵の用意 貼り絵したいと思って、クリ
が入っているj と、身体 してきたけど、できないだ スマスも近いしツリーの下絵
3 に関する妄想、の訴えも聞 ろうな。一応声掛けてみよ を書いてきたんですけどj













ね。J金色のト地の上に、 るのではなくて下地を貼る いので、 Bさん教えてくださ




⑫「…06---あなた普から ⑬普段の妄想に浸っていると @Bさんのベットに、私と Bさ








































⑪訪室すると r~ 、まあなた ⑫信頼関係もできてきたし、 ⑬「私には、お母さんの声聞こ










121 ①自主にて貼り絵をしてい ②(他患である M子さんが「私 ③ (M子さんに向かつて)rM 
15 ると何人品、他患が作業を もや勺ていい?j と色紙を 子さんはあっちでいっしょに
見にくるようになった。 とり、勝手に貼りだした。) 折り紙でもしませんかj と、
他患が見ていることに気 どうしよう、せっかく楽し デイルームの方へ誘唱しよう
7 にしている様子はなく、 んでできていたのに、安心 とする。
日 誉められるとうれしそう してできなくなってしまう
目 にしている J のではないかさ
④③のやりとりをみて rM ⑤いままで、日さんから他患 ⑥みんなが楽しくできるように
子さんも一緒にやってい へ関わろうとする事は見ら 間に入りながら Bさんと M子
いわよJと言い、 M子さ れな泊=ったので、 M子さん さんと共に作業し、見ている
んと一緒に作業し、 rBさ を気遣い声をかけるのを見 他患とも会話を交わしながら
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